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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ホスホフルクトキナーゼAタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされている酵素は、ホスホフルクトキナーゼの血小板特異的アイソフォームであり、解糖系の調節において重要な役割を果たしています。この遺伝子は、腎明細胞癌、膀胱癌、乳癌、肺癌など、一部の癌における代謝リプログラミングに関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2016年9月],触媒活性：ATP + D-フルクトース6-リン酸 = ADP + D-フルクトース1,6-ビスリン酸。,補因子：マグネシウム。,酵素調節：ADP、AMP、またはフルクトースビスリン酸によって活性化され、ATPまたはクエン酸によって阻害されるアロステリック酵素。,その他：ヒトでは、PFKは、PFKM（筋肉）、PFKL（肝臓）、およびPFKP（血小板）アイソザイムの3種類のサブユニットのシステムとして存在します。,経路：炭水化物の分解; 解糖; D-グルコースからD-グリセルアルデヒド3-リン酸とグリセロンリン酸：ステップ3/4。,類似性：ホスホフルクトキナーゼファミリーに属します。2つのドメインサブファミリー。,サブユニット：テトラマー。筋肉はM4、肝臓はL4、赤血球はM3L、M2L2、またはML3です。血小板型サブユニットの割合が高いサブユニット構成は、血小板、脳、線維芽細胞に見られます。
	研究分野
	解糖系/糖新生;ペントースリン酸経路;フルクトースおよびマンノース代​​謝;ガラクトース代謝;
	画像データ
	

	K6PP抗体を用いたA549細胞およびCOS7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PFK-Cポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	PFK-Cポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

